
 

 

 

  

 

 

 

 

静岡県立大学グローバル地域センターでは、標記シンポジウムを開催します。 

報道機関の皆様におかれましては、募集告知及び当日の取材に御協力をお願いします。 

1 シンポジウム趣旨 

 迫りくる南海トラフ巨大地震と津波に対して、静岡県は全国でも極めて深刻な被害が想定されており、
実効性のある対策の構築が急務となっています。本シンポジウムでは、県立大学グローバル地域セン

ター自然災害研究部門をはじめ、海洋研究開発機構や防災科学技術研究所と連携して進められてい

る最先端の地震活動監視技術と早期津波予測の研究成果を紹介します。これらの取り組みは、静岡県

が直面するリスクに特化して開発された“静岡オリジナル”の予測技術であり、どの程度の減災効果が

見込まれるのかについて、最新の知見に基づいてわかりやすく解説します。南海トラフ地震への備えを

いかに高度化できるのか、その答えに迫る最新の研究の最前線を、本シンポジウムを通じてお伝えした

いと思います。 

２ 日時  2026年２月 28日（土） 14：00～16：00（13：40開場） 

３ 場所  コンベンションぬまづ 301・302会議室 （沼津市大手町１－１－４） 

４ 開催方法・参加者 

 会場開催（定員 100名）・オンライン配信（Zoomウェビナー）（定員 200名） 

※要・事前申込・参加料無料 申込方法はグローバル地域センターのホームページからご覧

いただけます。 

 申込期限 ２月 25日（水）17：00 

５ プログラム（敬称略） 

項目 内容 

開会あいさつ 

14：00-14：05 

京都大学名誉教授・静岡県立大学グローバル地域センター客員教授 

尾池 和夫 

講演① 

14：05-14：20 

静岡県立大学グローバル地域センター特任教授 楠城 一嘉 

講演② 

14：20-14：35 

海洋研究開発機構地震津波予測研究開発センター長・上席研究員 

堀 高峰 

講演③ 

14：35-14：50 

防災科学技術研究所上席研究員 高橋 成実 

講演④ 

14：50-15：05 

静岡県立大学グローバル地域センター特任教授 鴨川 仁 

パネルディスカッ

ション 

15：10-16：00 

「南海トラフ地震に立ち向かう静岡発の技術に期待すること」 

ファシリテーター 

株式会社 ウエザーマップ 伊藤 麻衣 

閉会あいさつ 

16：00 

静岡県立大学副学長・グローバル地域センター特任教授 酒井 敏 

 

 

 

 

提 供 日     2026/1/29 

タイトル 南海トラフ地震・津波シンポジウム 

     ～静岡を守る最先端の地震・津波対策～ を開催します 

担 当     静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

グローバル地域センター 

連 絡 先  054-245-5600 

 
南海トラフ地震・津波シンポジウム 
     ～静岡を守る最先端の地震・津波対策～を開催します 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠３－６－１ もくせい会館２階 

静岡県立大学グローバル地域センター 

電話 054-245-5600   

メールアドレス glc（ここに@を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp       

 

     

静岡県立大学記者提供資料 

 


